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◆ 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆ 

土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆ 
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆ 

浄
化
槽
管
理
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
病
院
事
業
会
計
決
算

　
　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
診
療
所
事
業
会
計
決
算

　
　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆ 

介
護
老
人
保
健
施
設
事

業
会
計
決
算

　
　
（
全
員
賛
成
で
認
定
）

　

決
算
認
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
決
算
特
集
４
〜
７

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

条　

例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
実
施
に
向
け
て
３
つ

の
条
例
新
制
定

◆ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る

条
例（賛

成
多
数
で
可
決
）

◆ 
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る

条
例（賛

成
多
数
で
可
決
）

◆ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

◆ 

福
祉
医
療
費
助
成
条
例

及
び
福
祉
事
務
所
条

例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆ 

市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正（全

員
賛
成
で
可
決
）

◆ 

公
民
館
条
例
の
一
部
改

正（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人　

事

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　

八
里　

良
子 

氏

　
　
　
（
甲
南
町
森
尻
）

　
　

村
木　

す
み
子 

氏

　
　
　
（
土
山
町
黒
川
）

（
全
員
賛
成
に
て
適
任
）

決算・補正予算・人事・条例・請願・意見書　ほか

決
算
認
定
、補
正
予
算
、条
例
案
件
等
を
慎
重
審
議

　

平
成
26
年
９
月
定
例
会
は
９
月
２
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は

じ
め
各
会
計
決
算
認
定
13
件
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
案
件
７
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
案
件
８
件
、
そ
の
他
案
件
７
件
、

意
見
書
９
件
、
請
願
１
件
の
計
47
件
が
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
財
政
の
健
全
化
状
況
、
信
楽
高

原
鐵
道
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
経
営
状
況
等
９
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

条
例

平
成
25
年
度
決
算

人
事

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
の
非
構
造
部
材
耐
震

化
事
業
は
じ
め
６
億
1
、

6
5
7
万
８
千
円
を
追
加

す
る
も
の
。

※ 

主
な
補
正
内
容
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◆ 

土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◆ 

病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
　

 （
以
上
８
件
全
員
賛

成
で
可
決
）

懲
罰

◆ 

６
月
の
定
例
会
に
お
い

て
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
ま
し
た
竹
若
茂

國
議
員
に
対
し
、「
陳

謝
の
懲
罰
を
科
す
」
こ

と
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

懲
罰
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議会で審議したもの議会で審議したもの
訴
え
の
提
起

◆ 

市
営
住
宅
の
居
所
不
明

入
居
者
に
対
し
住
宅

の
明
渡
し
と
未
納
と

な
っ
て
い
る
住
宅
使

用
料
等
の
請
求

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

契
約
の
変
更

◆ 

信
楽
高
原
鐵
道
復
旧
工

事
に
お
い
て
、よ
り
安
全

性
を
高
め
る
た
め
請
負

契
約
額
を
3
、
1
2
9

万
円
の
増
額
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

財
産
の
取
得

◆ 

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
（
３
台
）
購
入
金

額
5
、
8
3
2
万
円

◆ 

消
防
団
消
防
積
載
車

（
12
台
）
購
入
金
額
2
、

7
2
1
万
６
千
円

　

 （
以
上
２
件
全
員
賛
成

で
可
決
）

財
産
の
処
分

◆ 

水
口
町
三
大
寺
字
大
泓

9
9
0
番
地
の
土
地

（
地
積
2
，5
5
2
㎡
、

地
目
墓
地
）
を
宗
教
法

人
円
光
寺
に
無
償
譲

渡
◆ 

甲
賀
市
泉
集
会
所
の

土
地
（
地
積
1
1
5
．

4 
3
㎡
、
地
目
宅
地
）

を
地
縁
団
体
水
口
町

泉
区
に
無
償
譲
渡

　

 （
以
上
２
件
全
員
賛
成

で
可
決
）

請　

願

◆ 

手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

議
会
へ
の
報
告
事
項

◆ 

９
月
議
会
で
は
甲
賀
市

の
財
政
の
健
全
化
を

示
す
諸
比
率
や
信
楽

高
原
鐵
道
（
株
）
等
の

経
営
状
況
な
ど
９
件

が
議
会
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

● 

財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
、
資
金
不
足
比
率
の

報
告

※ 

甲
賀
市
の
財
政
は
着
実

に
健
全
化
が
図
れ
て

い
ま
す
。

● 

信
楽
高
原
鐵
道
（
株
）

の
経
営
状
況
の
報
告

● 

土
山
町
緑
の
ふ
る
さ
と

振
興
会
の
経
営
状
況

の
報
告

● 

甲
賀
創
健
文
化
振
興
事

業
団
の
経
営
状
況
の
報
告

● 

あ
い
の
土
山
文
化
体
育

振
興
会
の
経
営
状
況

の
報
告

● （
株
）あ
い
コ
ム
こ
う
か

の
経
営
状
況
の
報
告

● 
滋
賀
県
市
町
土
地
開
発

公
社
の
清
算
報
告

● 

交
通
事
故
の
和
解
・
賠

償
の
報
告
が
２
件

平成26年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容 （金額単位：千円）

補正予算の主な歳出項目 歳出金額
○ コミュニティ推進基金の積立（自治振興交付金財源として毎年、
前年度市民税の３％分を基金として積立てる。） 169,000

○ 放課後児童クラブの施設改修等の費用（来年度から児童クラブの
利用対象を小学６年生までに拡充するための既存施設の改修費用） 56,082

○ 水痘予防接種と高齢者肺炎球菌ワクチン接種の追加費用（平成26
年10月の予防接種法施行令改正に伴う追加費用） 52,572

○ 保育体制強化事業実施費用（私立保育園において保育士の負担軽
減を図るため地域住民や子育て経験者を保育支援者として配置す
る費用）

4,497

○  小・中学校非構造部材耐震化事業の実施費用（国の学校施設環境
改善交付金の追加採択に伴い、小中学校の屋内運動場【体育館等】
の天井や照明など非構造部材の耐震化を実施する費用）

252,950

○信楽公民館田代分館の解体費用 13,110

※補正後の予算総額：36,023,156千円

意見書の可否 ○：賛成　　●：反対

議　案　名 提案者 討　論 清風
クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党
無所属
（谷永）

無所属
（竹村） 可否賛成 反対

災害に備えた河川整備の着実な推進を求める意
見書の提出について

橋本
（恒） 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険制度における新たな地域支援事業の導
入に係る意見書の提出について 戎脇 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

「海外で戦争する国」にする集団的自衛権行使
容認の閣議決定の撤回を求める意見書の提出に
ついて

安井 竹村
小西

田中
（將）
服部

● ○ ● ○ ● ○ 否決

米軍輸送機オスプレイの訓練の全国移転に反対
することを求める意見書の提出について 小西 安井 土山

小河 ● ● ● ○ ● ○ 否決

米価下落の緊急対策を求める意見書の提出について 山岡 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
土砂災害危険区域の抜本的な対策を求める意見
書の提出について 山岡 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

奨学金制度の充実を求める意見書の提出につい
て 加藤 竹村

安井
討論
なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総
合的な対策の強化を求める意見書の提出について

田中
（將） 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

手話言語法制定を求める意見書の提出について 民 生 常 任
委員長土山 討論なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

訴
え
の
提
起

財
産
の
取
得

議
会
へ
の
報
告
事
項

財
産
の
処
分

請　

願

契
約
の
変
更
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平
成
25
年
度　

一
般
会
計
決
算

収
納
状
況・予
算
執
行
に
つ
い
て
集
中
審
査

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
を
求
め
る
議
案
は
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
９
月
18
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
、
収
納

状
況
や
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
、
今
後
の
市
政
に
生
か
す
べ
き

課
題
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
な
ど
8
の
特
別
会
計
と
4
の
企
業
会
計
決
算
は
、
そ

れ
ぞ
れ
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

歳入◎368億9,655万3,821円

歳出◎357億6,487万5,871円

歳入
自
　主
　  財
　 源

　 依
 存
 財
 源

46.3%53.7%

市税
135億
3,902万円
　　36.7%

分担金及び負担金
5億7,436万円
1.6%
使用料及び手数料
4億5,770万円
1.2%
財産収入
6,721万円
0.2%
寄附金
1,168万円
0.0%

繰入金
3億9,229万円
1.1%
繰越金
9億9,476万円
2.7%
諸収入
10億4,143万円
2.8%

地方譲与税
3億6,692万円

1.0%

利子割交付金
2,496万円

0.1%

配当割交付金
4,139万円

0.1%

株式等譲渡所得割交付金
7,407万円

0.2%

地方消費税交付金
8億1,294万円

2.2%

ゴルフ場利用税交付金
4億581万円

1.1%

自動車取得税交付金
1億3,124万円

0.3%

地方特例交付金
6,351万円

0.2%

地方交付税
      82億
      3,597万円
                22.3%

交通安全対策
特別交付金
1,404万円
0.0%

国庫支出金
31億8,223万円
8.6%

県支出金
23億1,205万円
6.3%

市債
41億5,288万円
11.3%

歳出

議会費
2億6,683万円　0.7%

総務費
63億3,239万円
17.7%

民生費
102億2,766万円
28.6%

衛生費
37億1,571万円
10.4%

労働費
2億1,959万円  0.6%

農林水産業費
17億4,421万円

4.9%

商工費
3億7,739万円

1.1%

土木費
31億7,386万円
8.9%

消防費
16億8,013万円
4.7%

教育費
34億5,265万円
9.6%

災害復旧費
3億2,147万円
0.9%

公債費
42億5,293万円
11.9%
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実質公債費比率=
実質公債費A（地方債元利償還金+準元利償還金）－（Aに充てられる特定財源及び普通交付税算入額）
 

標準財政規模－Aにかかる普通交付税算入額

　実質公債費比率は公債費による財政負担の程度を客観的に示す指数であり、実質的な公債費に費やし
た一般財源の額が標準財政規模に占める割合を表し、前３年度の平均値を使用している。この比率が
18％以上であれば地方債の発行に許可を要し、25％以上ではその区分に応じて起債の制限を受ける。

議会に報告を受けた財政諸指数
♦財政力指数♦

　財政力指数は財政力を示す指標であり、「１」に近く
あるいは「１」を超えるほど財源に余裕があるものと
され、「１」を超えると普通交付税の不交付団体となる。

区　　分 基準財政収入額（千円） 基準財政需要額（千円） 財政力指数
平成25年度 11,847,783 15,880,670 0.75
平成24年度 11,687,797 15,730,316 0.75
平成23年度 11,865,686 15,836,062 0.76

　　　　　　 基準財政収入額財政力指数= 　　　　　　　　 の３ヶ年の平均値　　　　　　 基準財政需要額

♦実質公債費比率♦
区　　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度

実質公債費比率 11.8％ 13.1％ 14.8％

決算特別委員会委員
◎委員長　○副委員長

◎橋本律子　　○加藤和孝
　辻　重治　　　土山定信
　山岡光広　　　森嶋克已
　谷永兼二　　　橋本恒典
　片山　修　　　山中善治
　小河文人　　　田中將之

♦特別会計・企業会計歳入歳出決算状況

♦基金の状況

（単位：千円・％）

（単位：千円）

区　　分
歳入 歳出

決算額 収入率 決算額 執行率

特別会計

国 民 健 康 保 険 9,631,836 103.0 8,666,068 92.7 
後 期 高 齢 者 医 療 1,683,972 99.6 1,670,367 98.8 
介 護 保 険 5,615,289 100.0 5,509,781 98.1 
公 共 下 水 道 事 業 3,345,894 96.7 3,280,197 94.8 
農 業 集 落 排 水 事 業 762,789 83.5 740,163 81.1 
土 地 取 得 事 業 6,133 127.5 4,098 85.2 
野洲川基幹水利施設管理事業 19,899 99.4 19,890 99.4 
浄 化 槽 管 理 事 業 255,800 98.1 223,267 85.6 
特 別 会 計 合 計 21,321,616 100.0 20,113,834 94.4 

企業会計

病 院 事 業 829,758 - 886,589 -
水 道 事 業 3,481,464 - 3,875,699 -
診 療 所 事 業 218,762 - 204,475 -
介 護 老 人 保 健 施 設 事 業 316,018 - 292,380 -
企 業 会 計 合 計 4,846,003 - 5,259,145 -

区　分 平成24年度末
　現在高　Ａ

平成25年度
　積立　Ｂ

平成25年度
　取崩　Ｃ

平成25年度末
現在高 D＝Ａ＋Ｂ－Ｃ

財政調整基金 2,882,509 502,343 3,384,852
財政調整基金（新名神緑地管理分） 13,178 675 12,503
減債基金 536,931 536,931
福祉基金 277,008 855 50 277,813
教育振興基金 567,507 2,140 1,600 568,047
文化振興基金 145,902 414 1,013 145,303
公共施設等整備基金 973,465 183,896 1,157,361
住みよさと活気あふれるまちづく
り基金 3,866,340 8,164 3,874,504

あい甲賀ふるさと応援基金 2,597 3,106 2,383 3,320
移譲施設整備基金 18,811 20 7,439 11,392
コミュニティ推進基金 178,243 168,302 166,023 180,522
図書館振興北村昭三基金 262,604 450 10,000 253,054
鉄道施設基金 840,996 2,205 40,641 802,560
その他特定目的基金 406,503 761 34,881 372,383

計 10,972,594 872,656 264,705 11,580,545
土地開発基金（現金） 492,150 303,500 188,650

決算認定に至るまで
出納閉鎖（５月31日）
会計管理者　決算書調製（3ヶ月以内）
　　　　　　　 付属書類作成
　　　　　　　・歳入歳出決算事項明細書
　　　　　　　・実質収支に関する調書
　　　　　　　・財産に関する調書
　　　　市長に提出

市長が監査に付す
監査委員　決算書等の審査
市長に審査意見書の提出
市長が議会の認定に付す

議会 上　程（９月議会）

質　疑

決算特別委員会設置

付　託

審　査

　　　　　　　  討論（賛成・反対）

決　定

本会議に報告

委員長報告に質疑

討論（賛成・反対）

採決（認定）
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■
市
長
直
轄

　
　

H
P
の
ア
ク
セ
ス
解

析
と
そ
の
活
用
は
。
新
聞

を
取
ら
れ
て
い
な
い
家
庭

へ
の
広
報
紙
の
配
布
は
。

　
　

平
成
25
年
度
全
体
で

56
万
3
3
2
1
件
、
月
平

均
４
万
６
千
件
。

　

新
聞
購
読
以
外
の
広
報

の
配
布
に
関
し
て
は
、
希

望
者
に
２
号
分
を
月
１
回

郵
送
し
て
い
る
が
、
全
て

の
方
へ
の
対
応
は
難
し
い
。

　
　

防
災
倉
庫
の
設
置

は
。

　
　

甲
南
地
域
未
設
置
の

５
か
所
に
設
置
し
た
。

■
総
合
政
策
部

　
　

あ
い
コ
ム
こ
う
か
の

貸
付
金
５
億
円
に
対
し
て

の
利
子
0
．2
8
%
の
根

拠
は
。

　
　

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー

ト
の
20
%
相
当
分
1
4
0

万
円
の
利
子
を
受
け
て
い

る
。

　
　

コ
ミ
バ
ス
に
つ
い

て
、
県
か
ら
の
補
助
金

4
0
0
0
万
円
。
本
市
と

業
者
の
委
託
関
係
は
。

　
　

道
路
運
送
法
第
４
条

の
免
許
を
所
持
し
て
い
る

事
業
者
と
契
約
、
経
常
経

費
か
ら
運
行
欠
損
額
を
補

助
金
と
し
て
支
出
、
２
億

4
9
2
4
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。

■
総
務
部

　
　

土
地
台
帳
の
整
理
状

況
に
つ
い
て
、
不
明
土
地

は
。

　
　

現
在
進
行
中
で
あ

り
、
2
0
4
筆
の
不
明
土

地
が
あ
り
判
明
し
や
す
い

宅
地
、
農
地
、
雑
種
地
か

ら
重
点
的
に
隣
接
者
と
所

在
確
認
し
た
い
。

■
会
計
課
所
管

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
市

民
セ
ン
タ
ー
や
本
庁
の
窓

口
収
納
に
つ
い
て
の
手
数

料
の
取
扱
い
は
。

　
　

平
成
23
年
度
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
、
全

体
で
５
万
6
1
1
6
件
、

１
件
当
た
り
56
円
と
消
費

税
の
支
払
い
と
、
基
本
料

と
し
て
年
間
12
万
円
を
収

納
業
務
と
し
て
滋
賀
銀
行

に
支
払
っ
て
い
る
。ま
た
、

納
付
書
支
払
は
21
円
、
口

座
振
替
は
10
円
の
手
数
料

で
あ
る
。

■
市
民
環
境
部

　
　

ご
み
の
収
集
に
10
億

円
近
く
支
出
さ
れ
て
い

る
が
、
量
や
距
離
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

ご
み
の
量
に
つ
い
て

は
、衛
生
セ
ン
タ
ー
で
随

時
計
量
、
年
間
集
計
を
割

出
し
て
い
る
。
ご
み
の
量

は
大
幅
に
増
え
て
は
い
な

い
。

　
　

地
域
安
全
対
策
費

の
防
犯
灯
の
電
気
料
金

1
6
7
6
万
円
の
各
町
の

内
訳
は
。

　
　

市
が
支
払
っ
て
い

る
防
犯
灯
は
、
水
口
町

6
3
5
万
円
、
土
山
町

1
0
1
万
４
千
円
、
甲
賀

町
7
3
9
万
７
千
円
、
甲

南
町
97
万
51
千
円
、
信
楽

町
1
0
2
万
９
千
円
。
ま

た
区
が
所
有
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
自
治
振

興
交
付
金
の
中
に
算
定
し

て
い
る
。

　
　

電
気
使
用
量
の
削
減

で
、
公
共
施
設
に
お
い

て
デ
マ
ン
ド
制
御
が
効
果

的
、そ
の
成
果・考
え
方
は
。

　
　

学
校
な
ど
夏
休
み
は

使
用
し
な
い
、
市
役
所
も

窓
口
業
務
は
除
外
、
出
来

る
範
囲
の
中
で
デ
マ
ン
ド

を
進
め
て
い
く
よ
う
関

連
機
関
と
連
携
を
し
て
い

く
。

　
　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
し
て
、
小
水
力
発
電
の

実
証
実
験
に
補
助
さ
れ
て

い
る
が
。　

　
　

現
在
稼
働
中
の
大
野

自
治
振
興
会
の
小
水
力
発

電
、水
口
テ
ク
ノ
ス
が
廃
油

を
使
っ
て
再
生
燃
料
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

■
健
康
福
祉
部

　
　

特
定
不
妊
治
療
費
補

助
が
36
人
、
不
育
症
治
療

費
補
助
が
１
人
と
い
う
数

字
は
も
っ
と
増
え
て
よ
い

は
ず
で
あ
る
が
、
予
算
決

算
の
差
も
大
き
い
。
夫
婦

間
や
親
子
間
で
心
を
開
い

て
話
せ
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
な
の
で
広
報
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

　
　

不
妊
治
療
は
県
補
助

を
受
け
て
い
る
。
不
育
治

療
と
は
妊
娠
は
す
る
が
流

産
を
繰
り
返
す
方
に
対
す

る
も
の
で
、
治
療
費
60
万

と
し
、
半
分
を
予
算
計
上

し
た
。
今
後
広
報
を
通
じ

て
利
用
促
進
に
努
め
る
。

■
上
下
水
道
部

　
　

小
型
合
併
浄
化
槽
の

今
後
の
推
移
は
。

　
　

昭
和
50
年
前
後
に
土

山
町
で
開
発
さ
れ
た
団
地

を
公
共
計
画
区
域
か
ら
浄

化
槽
区
域
に
切
り
替
え
、

信
楽
で
は
計
画
区
域
の
小

原
学
区
、
認
可
区
域
の
神

山
、
江
田
の
一
部
地
域
に

つ
い
て
も
浄
化
槽
の
方
向

へ
転
換
し
た
い
。

■
産
業
経
済
部

　
　

鳥
獣
害
対
策
に
つ

い
て
防
護
柵
は
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
に
は
効
果

が
あ
る
が
、
サ
ル
の

対
策
は
。

　
　

現
在
、
甲
賀
D
群

が
1
0
0
頭
あ
ま
り
、

甲
賀
B
群
も
含
め
全

頭
捕
獲
の
為
、
餌
付

け
を
し
て
い
る
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

問答問答

問答問答問答

問答問答

問答問答問

答問

答問答
問答問

主
な
審
査
内
容

総合計画の実現に向けた　予算執行と財政運営を審査予算執行と財政運営を審査

防災拠点としての水口交流センター

第
２
回　

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭

市道西中野線、柞原地先
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ム
の
募
集
は
年
々
増
加
、

今
後
の
考
え
は
。

　
　

緊
急
経
済
対
策
と
し

て
当
初
か
ら
５
年
間
の
計

画
で
あ
る
。
雇
用
増
加
、

所
得
増
に
結
び
つ
い
て
い

る
か
今
後
調
査
し
て
い
く
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
支
援
事
業
が
民
業
圧

迫
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

主
に
草
刈
、
清
掃
と

施
設
管
理
で
あ
る
。
補
助

団
体
に
公
が
と
い
う
が
、

高
齢
者
の
雇
用
機
会
の
提

供
。
民
間
事
業
者
に
対
し

て
も
う
少
し
考
え
た
い
。

　
　

重
点
事
業
で
あ
る
甲

賀
野
菜
の
生
産
拡
大
に
つ

い
て
も
う
少
し
拡
大
の
手

立
て
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

推
進
は
し
て
い
る
が
、

結
果
的
に
は
そ
こ
ま
で
い

か
ず
反
省
し
て
い
る
。

　
　

単
独
間
伐
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
有
効
活
用
は
出

来
な
い
か
。

　
　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
と
し
て
間
伐
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
木
質
バ
イ
オ

と
し
て
の
利
用
も
図
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
。

■
建
設
部

　
　

市
道
維
持
管
理
経
費

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
方
法

は
。

　
　

幹
線
道
路
と
生
活
道

路
を
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
、
河
川
の
管
理
道
路

が
市
道
に
認
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
台
風
時
な
ど
、

パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
向
い
て

い
る
。

　
　
（
仮
称
）
甲
賀
北
地

区
土
地
利
用
調
査
検
討
業

務
委
託
は
、
当
初
8
0
0

万
円
の
予
算
で
、
79
万
円

で
落
札
さ
れ
た
が
適
性

か
。

　
　

検
査
員
か
ら
も
仕
様

書
、
設
計
書
通
り
さ
れ
て

い
る
と
確
認
し
た
。
26
年

度
も
25
年
度
同
様
の
業
者

が
落
札
し
て
い
る
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

教
育
研
究
所
の
実
態

が
市
民
に
は
見
え
て
こ
な

い
が
、
そ
の
成
果
は
。

　
　

教
育
研
究
所
は
学
力

向
上
の
取
組
や
モ
デ
ル
校

を
指
定
し
て
の
学
力
向
上

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
成
果
に
つ
い
て

は
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
学

校
だ
け
で
な
く
保
護
者
に

も
成
果
を
見
え
る
様
検
討

し
た
い
。

　
　

文
化
財
保
護
費
に

お
い
て
岡
山
城
関
連
で

1
3
1
7
万
円
、
こ
の
事

業
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ

は
ど
こ
か
。

　
　

平
成
28
年
度
に
国
の

史
跡
指
定
、
そ
の
後
歴
史

型
文
化
公
園
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　

給
食
費
の
滞
納
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
　

学
校
を
通
じ
て
直
接

電
話
で
対
応
し
て
い
る
。

悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て

は
法
的
措
置
も
検
討
す
る
。

　
　

教
員
住
宅
の
今
後
の

方
針
は
。

　
　

今
後
の
教
員
住
宅
の

必
要
性
は
無
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
解
体
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

■
委
員
長
総
括

　

総
括
質
疑
の
中
で
、
平

成
25
年
度
決
算
審
議
の
主

な
も
の
が
、
台
風
18
号
の

災
害
復
旧
に
要
因
す
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
部
局
別
説
明
で
は

課
題
、
次
年
度
に
向
け
た

取
組
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
本
審
査
の
質
疑
、
並

び
に
意
見
、
提
案
等
27
年

度
の
予
算
に
反
映
す
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
反
対
討
論

　

予
算
規
模
全
体
で
い
う

と
3
4
2
億
円
の
当
初

予
算
に
対
し
て
3
5
0
億

円
を
超
え
る
決
算
に
な
っ

た
が
、
そ
の
要
因
は
災
害

だ
っ
た
と
思
う
。
歳
入
に

つ
き
個
人
市
民
税
が
増
え

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市

民
全
体
の
懐
が
温
か
く

な
っ
て
い
な
い
。
地
方
交

付
税
の
補
て
ん
は
あ
る

が
、
自
主
財
源
を
い
か
に

増
や
す
か
と
い
う
こ
と
が

大
事
、
ど
こ
に
課
題
が
あ

る
の
か
、
ど
う
伸
ば
し
て

い
く
の
か
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

○
賛
成
討
論

　

経
費
削
減
、
職
員
給
与

の
削
減
等
、
全
体
と
し
て

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の

徹
底
が
な
さ
れ
た
。
市
債

の
新
規
発
行
の
抑
制
や
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

黒
字
化
に
よ
り
、
財
政
健

全
化
判
断
指
標
に
お
い
て

も
改
善
が
図
ら
れ
た
。
収

納
向
上
対
策
に
つ
い
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
25
プ
ラ
ン
に

よ
り
一
定
の
成
果
を
上
げ

た
部
分
も
評
価
し
た
い
。

引
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
合
併
し
た
メ

リ
ッ
ト
が
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
臨
み
た
い
。

■
現
地
調
査

　

消
防
施
設
整
備
事
業
で

甲
南
町
希
望
ヶ
丘
小
学
校

に
配
備
し
た
防
災
倉
庫
の

現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
発
電
機
を

は
じ
め
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

簡
易
ト
イ
レ
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
非
常
食
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
備
蓄
さ
れ
て
い
る

資
機
材
に
つ
い
て
具
体
的

な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
域
導
入
促
進
事
業
補

助
で
、
土
山
町
大
野
地
域

自
治
振
興
会
が
同
町
前
野

の
御
泉
場
に
設
置
し
た
小

水
力
発
電
機
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
自

然
の
水
量
を
活
用
し
、
発

電
機
を
設
置
し
得
た
電
力

を
L
E
D
ラ
イ
ト
に
使
用

し
、
今
後
は
獣
害
防
護
策

に
活
用
で
き
る
よ
う
増
設

す
る
計
画
で
す
。

答問答問答

問答問答問答

問答問答問

答問答

総合計画の実現に向けた　予算執行と財政運営を審査総合計画の実現に向けた　

耐震補強された甲南第二小学校
屋内運動場

新築された防災倉庫（希望ヶ丘小学校）

復
旧
工
事
中
の
信
楽
高
原
鐵
道

杣
川
鉄
橋
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委 員 会 報 告

総務常任委員会総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
土

地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
本
条
例
は
、
公
有
財
産

の
先
行
取
得
を
は
か
る
た

め
の
会
計
で
す
。）

●
歳
入
総
額

6
1
3
万
3
7
8
9
円

● 

歳
出
総
額

4
0
9
万
8
8
3
4
円

　

本
会
計
で
所
有
す
る
土

地
に
か
か
る
価
格
の
見
直

し
時
期
・
未
利
用
地
等
へ

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る

よ
う
に
と
の
意
見
が
で
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

◆
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

改
正
内
容
は
、
１
億
円

を
越
え
る
法
人
に
つ
き

現
行
13.7
%
を
12.1
%
に
、
ま

た
１
億
円
以
下
の
法
人
現

行
13.7
%
を
11.1
%
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
ら
れ
る
も

の
、
こ
の
改
正
に
お
け
る

法
人
市
民
税
減
収
分
は
約

１
億
6
0
0
0
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
過
去

30
年
間
に
わ
た
り
見
直
し

が
な
か
っ
た
こ
と
、ま
た
、

高
性
能
化
が
進
む
中
、
車

体
課
税
の
見
直
し
及
び
負

担
の
公
平
の
観
点
か
ら
負

担
水
準
の
適
正
化
を
図
る

も
の
で
す
。

質
疑
と
し
て

　
　

法
人
市
民
税
の
減
免

措
置
は
あ
る
の
か
。

　
　

法
人
市
民
税
の
減
免

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は

25
年
度
14
件
で
、
特
定
非

営
利
法
人
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

　
　

市
の
判
断
で
決
め
る

こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
変

更
理
由
を
市
民
に
ど
う
伝

え
て
い
く
か
。

問答問

　
　

市
民
へ
の
説
明
に
あ

た
っ
て
は
、
課
税
を
め
ぐ

る
環
境
の
こ
と
等
を
入
れ

た
中
で
説
明
し
て
い
き
た

い
。

　

等
が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
討
論

　

物
価
も
上
が
り
厳
し
い

情
勢
の
中
、
法
人
市
民
税

の
改
正
に
つ
い
て
反
対
で

あ
る
。
ま
た
、
消
費
税
の

上
が
る
中
、
軽
自
動
車
税

の
増
税
は
、
市
民
が
二
重

の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。

賛
成
討
論

　

今
回
の
法
人
市
民
税
に

つ
い
て
は
妥
当
な
数
字
で

あ
る
。
ま
た
、
軽
自
動
車

税
も
新
車
購
入
時
か
ら
の

経
過
措
置
の
増
税
で
あ
り

自
動
車
取
得
税
の
代
替
え

と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
と
考

え
る
。

　

国
の
税
制
改
正
の
流
れ

で
も
あ
り
賛
成
。

　

採
択
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

答

平
成
25
年
度
特
別
会
計
決
算
１
件
、

税
条
例
改
正
案
１
件
を
慎
重
審
査

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報

発
信
に
つ
い
て
先
進
地
に
学
ぶ

付託議案

行政視察

当
常
任
委
員
会
で
は
、
9
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
2
件
に

つ
き
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

八
女
市
視
察
研
修

＊
福
岡
県
八
女
市
は
合
併

後
、
市
内
を
11
エ
リ
ア
に

分
け
、
路
線
バ
ス
が
通
ら

な
い
地
域
へ
の
対
策
と
し

て
、
登
録
制
の
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
、

慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
、

買
い
物
や
通
院
が
で
き
る

よ
う
運
行
。
希
望
の
時
間

に
予
約
す
れ
ば
、
自
宅
近

く
ま
で
迎
え
に
行
き
、
通

院
目
的
で
利
用
し
て
も
帰

り
は
買
い
物
を
し
て
帰
る

と
い
っ
た
具
合
に
、
気
軽

に
外
出
を
支
援
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

本
格
運
行
か
ら
２

年
、
利
用
者
は
１
日
平
均

2
5
0
人
、
登
録
者
数
は

人
口
の
約
２
割
に
あ
た
る

1 

万
2
0
0
0
人
を
超

え
、
単
な
る
移
動
手
段
で

は
な
く
利
用
者
同
士
の
交

流
や
、
高
齢
者
の
見
守
り

や
定
住
促
進
に
も
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

武
雄
市
視
察
研
修

　

佐
賀
県
武
雄
市
は

2
0
1
1
年
２
月
に
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
完
全
に
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
移
行
す
る
な

ど
、
情
報
発
信
に
お
い
て

最
先
端
を
走
っ
て
い
ま

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
移

行
の
目
的
は
、
市
の
活
動

や
施
策
・
災
害
発
生
状
況

な
ど
の
素
早
い
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
透
明
性

や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
な
ど
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

甲賀市の税率改正

法人の区分
（資本金等の額） 現行 改正後 引下げ

率

１億円を超える法人 13.7％ 12.1％ △1.6％

１億円以下の法人 13.7％ 11.1％ △2.6％

武雄市視察研修
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委 員 会 報 告

民生常任委員会市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です。

平
成
25
年
度
特
別
会
計
決
算
3
件
、

企
業
会
計
3
件
・
新
規
条
例
１
件

請
願
１
件
を
慎
重
審
査

付託議案当
常
任
委
員
会
は
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
、

請
願
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　

保
険
給
付
費
を
少
し
で

も
抑
え
る
た
め
に
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

及
び
特
定
健
診
の
受
診
率

を
上
げ
る
対
策
を
中
心
に

質
疑
し
ま
し
た
。
今
後
の

更
な
る
対
応
も
申
し
入
れ

ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　

高
齢
世
帯
や
一
人
暮
ら

し
世
帯
が
増
加
し
て
い

る
中
、
滋
賀
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
連
携

し
、
市
民
の
側
に
立
っ
た

親
切
な
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み

や
入
所
待
機
者
数
、
認
定

率
等
を
質
疑
。
来
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
第
６
期

事
業
計
画
に
向
け
て
行
わ

れ
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

以
上
３
件
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す

る
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

企
業
会
計

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
病

院
事
業
会
計
決
算
の
認
定

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　

本
会
計
は
信
楽
中
央
病

院
会
計
で
、
収
益
的
収
入

は
5.9
%
増
、
支
出
は
0.07
%

減
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
新
設
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
診

療
所
事
業
会
計
決
算
の
認

定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

本
会
計
は
水
口
診
療
所

会
計
で
、
収
益
的
収
入
は

10
%
増
、
支
出
は
８
%
減

で
医
師
確
保
等
に
つ
い
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
甲
賀
市
介

護
老
人
保
健
施
設
事
業
会

計
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

本
会
計
は
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
さ
さ
ゆ
り
の
会
計
で

収
益
的
収
入
２
%
減
、
支

出
２
%
増
で
、
入
所
稼
働

率
の
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　

以
上
３
件
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。条　

例

◆
甲
賀
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

子
ど
も
、
子
育
て
支
援

３
法
に
ま
つ
わ
る
新
規
条

例
で
あ
り
、
甲
賀
市
独
自

の
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
と
の

対
応
の
質
疑
、
各
条
文
の

精
査
、
設
備
、
運
営
が
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る

の
か
の
観
点
で
審
査
し
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

請　

願

◆
請
願　

手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書
に
つ

い
て

　

本
請
願
の
審
査
に
あ

た
っ
て
は
委
員
会
協
議
会

　

７
月
30
日
に
開
催
さ

れ
た
委
員
会
で
は
、
新

し
く
開
業
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
ヶ
所

の
現
地
調
査
を
行
い
、

運
営
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

現
地
調
査

に
切
り
替
え
、
請
願
者
で

あ
る
「
甲
賀
市
聴
覚
障
害

者
協
会
」
の
方
よ
り
趣
旨

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
手

話
を
言
語
と

し
て
法
律
で

明
確
化
す
べ

く
国
に
意
見

書
を
提
出
し

て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し

た
。
委
員
会

再
開
後
討

論
、
採
決
を

行
い
、
全
員

賛
成
で
可
決

す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま

し
た
。

グループホームみなくち
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委 員 会 報 告

文教常任委員会文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
に
お
け
る

新
規
条
例
２
件
を
慎
重
審
査

屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
な
ど
調
査

付託議案

所管事務調査

　

当
常
任
委
員
会
は
、
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
「
甲
賀
市
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
並
び
に
「
甲

賀
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
」
の
制
定
２
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
土
山
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
屋
内
運
動

場
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
甲
賀
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
（
案
）」

に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
規
条
例
は
、
幼

児
期
の
学
校
教
育
・
保
育

の
総
合
的
な
提
供
、
地
域

の
子
ど
も
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
目
的
と
し
た
法

律
が
成
立
し
た
こ
と
を
受

け
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
甲
賀
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
、利
用
す
る
乳
幼
児
が
、

明
る
く
て
、
衛
生
的
な
環

境
に
お
い
て
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
旨
を
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
家
庭
的

保
育
事
業
、
小
規
模
保
育

事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
、
事
業
所
内
保
育
事

業
が
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
保
育
で
は
、
保

育
士
資
格
の
な
い
人
が
保

育
す
る
こ
と
を
認
め
る
基

準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
甲
賀
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
き
、
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
者
の
、

適
切
な
内
容
及
び
水
準
の

一
般
原
則
を
規
定
さ
れ
る

も
の
で
、
教
育
・
保
育
の

提
供
、
管
理
運
営
、
利
用

基
準
な
ど
で
す
。

　

２
条
例
と
も
、
市
町
村

が
運
営
の
確
認
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

共
通
し
た
主
な
質
疑

　
　

保
育
に
要
し
た
費
用

は
、国
等
が
負
担
す
る
の
か
。

　
　

市
町
村
の
確
認
を
受

け
た
施
設
・
事
業
に
対
し

て
財
政
支
援
が
あ
る
が
、

問答

国
の
定
め
た
基
準
と
な

る
。

　
　

利
用
者
の
負
担
額
は

現
状
と
変
わ
る
の
か
。

　
　

公
定
価
格
が
国
の
定

め
る
基
準
に
よ
り
算
定

さ
れ
、
基
準
額
の
範
囲
内

で
市
町
村
が
定
め
る
も
の

で
、
変
更
が
あ
る
が
現
行

と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

　
　

市
が
運
営
の
確
認
を

行
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　
　

設
置
者
か
ら
の
申
請

書
記
載
事
項
を
確
認
し
、

評
価
結
果
や
苦
情
等
に
速

や
か
な
対
応
の
た
め
勧
告

や
、
立
入
検
査
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

　

全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
適

切
な
環
境
が
等
し
く
確
保

さ
れ
、
さ
ら
に
、
子
ど
も

の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重

し
、
地
域
と
家
庭
と
の
結

び
つ
き
を
重
視
し
た
運
営

と
必
要
な
体
制
整
備
が
求

め
ら
れ
る
。

　

本
委
員
会
に
お
い
て
、

他
に
も
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
本
議
案
に
つ
い
て

問答問答

は
討
論
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
に
て
２

議
案
と
も
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
（
案
）

　

甲
賀
市
い
じ
め
防
止

条
例
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
る
基
本
方
針
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
方
針
は
次
代
を
担

う
全
て
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
安
心
安
全
で
、

豊
か
な
学
び
が
提
供
で

き
る
学
校
づ
く
り
に
主

眼
を
お
い
て
策
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

質
疑
で
は
、
地
域
や
保

護
者
へ
の
広
報
や
学
習

会
、
小
中
連
携
や
専
門
学

校
の
扱
い
な
ど
が
あ
り
、

学
校
や
P
T
A
を
中
心

に
啓
発
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
く
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
甲
賀
市

の
独
自
性
に
関
し
て
は
、

被
害
者
救
済
が
第
一
、
子

ど
も
た
ち
自
ら
が
防
止

に
加
わ
る
こ
と
が
特
徴

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

土
山
中
学
校
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
工
事

　

屋
根
撤
去
・
新
設
、
外

壁
改
修
防
水
、
内
部
改
修

工
事
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

土山中学校
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産業・建設・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です。 産業建設常任委員会
委 員 会 報 告

台
風
18
号
災
害
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て
確
認

平
成
25
年
度
特
別
会
計
決
算
４
件
、

企
業
会
計
決
算
１
件
を
慎
重
審
査

所管事務調査

付託議案
　

当
常
任
委
員
会
は
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
、
付
託
さ
れ
た
５
件
の
案
件
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　

当
常
任
委
員
会
は
７
月
22
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、昨
年
９
月
の
台
風
18
号
災
害
の
復

旧
状
況
な
ど
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
主
な
事

業
は
、
公
共
下
水
道
で
は

新
城
地
区
外
整
備
工
事
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
で
は
水
口
台
地
区
や
池

田
地
区
等
の
整
備
工
事
な

ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
不
納

欠
損
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
他
、
平
成
25
年
度

に
設
置
さ
れ
た
お
客
様
セ

ン
タ
ー
の
評
価
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
主
な
事

業
は
平
成
25
年
６
月
に
一

部
供
用
開
始
さ
れ
た
朝
宮

地
区
の
管
路
整
備
等
と
、

25
ヶ
所
の
処
理
場
お
よ
び

管
路
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
維
持
管
理
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
過
年
度

分
の
収
入
未
済
に
お
け

る
不
納
欠
損
や
損
害
賠
償

金
等
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
っ
た
ほ
か
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
の
計
画
に
つ

い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
平
成
25
年
度
野
洲
川
基

幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

本
特
別
会
計
は
野
洲
川

の
基
幹
水
利
で
あ
る
野
洲

川
ダ
ム
と
水
口
頭
首
工
に

か
か
る
施
設
管
理
を
行
う

た
め
の
予
算
で
、
歳
入
は

県
補
助
金
及
び
関
係
５
市

の
負
担
金
、
歳
出
は
管
理

業
務
委
託
、
保
守
・
点
検

業
務
委
託
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
野
洲
川

ダ
ム
堆
砂
測
量
業
務
委
託

の
結
果
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
浄
化
槽
管

理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

本
特
別
会
計
は
希
望
ケ

丘
地
区
の
処
理
施
設
、
管

市
道
平
海
野
線
の
復
旧
状
況

を
現
地
視
察

路
の
維
持
管
理
及
び
修
繕

工
事
等
で
、
平
成
25
年
度

は
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

を
完
了
し
、
２
ケ
所
の
処

理
場
の
解
体
・
撤
去
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
で
は
使
用
料

の
収
入
未
済
額
や
解
体
後

の
処
理
施
設
の
土
地
に
つ

い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
平
成
25
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
は
岩
室
浄

水
場
築
造
工
事
、
虫
生
野

配
水
池
築
造
工
事
に
伴
う

管
理
用
道
路
及
び
送
配
水

管
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
質
疑
で
は
大
口
事

業
者
に
お
け
る
使
用
水
量

の
低
下
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
他
、
有
収
率
や
水

道
料
金
に
つ
い
て
も
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
５
件
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原

案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

台
風
18
号
災
害
で
は
市

内
の
多
く
の
道
路
や
河

川
、
農
地
や
た
め
池
、
林

道
な
ど
が
被
災
し
、
そ
の

復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

建
設
部
所
管
の
市
道
や

河
川
等
で
は
、
国
庫
補
助

事
業
の
繰
越
事
業
を
含
み

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
経
済
部
所
管
で
は

茶
園
復
旧
等
の
国
庫
補
助

事
業
は
７
件
中
６
件
が
完

了
、
市
単
独
事
業
で
は
申

請
の
あ
っ
た
4
5
2
件
の

内
、
今
年
６
月
末
で
は

4
3
3
件
が
完
了
、ま
た
、

森
林
組
合
所
管
の
林
道
復

旧
事
業
で
、
残
り
49
路
線

が
年
度
内
完
了
に
向
け
工

事
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
会
で
は
こ
の
他
、

今
年
５
月
に
発
覚
し
た
下

水
道
使
用
料
賦
課
漏
れ
、

屋
外
広
告
物
条
例
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
や

た
め
池
診
断
結
果
に
基
づ

く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
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市市のの考え考えをを問う問う18人の議員が18人の議員が 一般質問一般質問

平成26年 第5回甲賀市議会定例会一般質問
平成26年9月11日・12日・16日

順番 氏　　名 質　　　問　　　事　　　項

1 竹村　貞男  １　学校教育に関わる諸問題について

 ２　 全国体力テスト（小５、中２）の結
果について

 ３　 老朽水道管等のインフラ（社会基
盤）整備について

2 田中　　実  １　下水道事業の整備・普及について

 ２　 地域要望への対応並びに区長から見
える職員への指導について

3 片山　　修  １　「熱中症」対策について

 ２　 子どもの「スマホ」の適正な使用に
ついて

4 小河　文人  １　 市営住宅の現状と募集状況と使用料滞納について

 ２　 教育現場における不登校児童及び生
徒の対策について

 ３　 地域特産品を生かした地域振興策に
ついて

5 白坂萬里子  １　「公共施設等総合管理計画」について

 ２　「ふるさと納税の推進」について

 ３　「高齢者詐欺被害対策」について

6 田中　將之  １　 しがらきニュータウン内道路の市道
認定について

 ２　 市内の空き家対策と空き家バンクの
創設について

 ３　犬猫の殺処分ゼロについて

7 林田　久充  １　 甲賀市の行政改革の取り組みについ
て

 ２　 工業団地内企業と周辺地域との問題
解決について

8 加藤　和孝  １　災害に強いまちづくりについて

 ２　消費者教育の充実について

 ３　 脳ドック検診費用の助成制度導入に
ついて

 ４　学校司書の法制化後の対応について

9 山岡　光広  １　 子どもたちが安心して学べる教育環
境の公的整備・修繕について

 ２　臨時・非常勤職員の待遇改善へ

 ３　 ＪＲ甲南駅の窓口業務の制限は早急
に改善すべき

 ４　 医療的ケアが必要な子どもの通学保
障、県の実証研究に甲賀市として参
加すべき

 ５　 甲賀広域営農団地農道「南杣トンネ
ル」の道路照明改善を

順番 氏　　名 質　　　問　　　事　　　項

10 橋本　恒典  １　保育環境の充実について

 ２　青少年の文化活動の推進について

11 戎脇　　浩  １　 あいこうか岡山城プロジェクトの現状と今後

12 的場　計利  １　 コミュニティバス運行に効率的な路
線設定とダイヤ編成を

 ２　 コミュニティバス運行支援に対する
県補助金について

 ３　全国学力テスト結果公表を受けて

13 安井　直明  １　 米価暴落と安倍内閣の農協・農業委
員会つぶしは許せない、所見を問う

 ２　 知事選の結果と甲賀市の独自施策を
県制度に

 ３　新年度から小中学校にエアコン設置を

 ４　 岡山城発掘調査と登山道等の整備に
ついて

 ５　 新年度に向け通行可能な岩上橋に修
復を

14 小西喜代次  １　 安倍内閣の集団的自衛権行使容認の
もとで、強まる自衛官募集について

 ２　 昨年の台風１８号被災地域の復旧状
況、防災対策は万全か

 ３　 なぜ、信楽町勅旨地域はコミュニ
ティバスのバス停がないのか。早急
に改善すべき

 ４　コミュニティバスの改善について

 ５　甲賀市結婚相談事業について

15 山中　善治  １　 （仮称）甲賀市中小企業振興基本条例と協働について

16 森田　久生  １　 「甲賀市新名神高速道路活用戦略」の着実な実行に向けて

17 竹若　茂國  １　 市制１０周年、合併後１０年の総括
と甲賀市の未来について

 ２　 地域情報基盤整備に係る音声放送端
末機の放送について

18 中西弥兵衞  １　 次期「甲賀市総合計画」策定に向け
ての基本方針と仕組みづくりを問う

 ２　 本市における雇用の情勢と進出企業
における就労率の現況はどうか

 ３　 信楽高校存続に向けての本市の取り
組み姿勢を問う

議員が選挙区内にあるものに対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

竹村　貞男

学
校
ご
と
の
結
果
の
公
表
は
行
わ
な
い

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
は

田中　　実

誠
意
あ
る
対
応
、
早
期
回
答
に
努
力

地
域
要
望
へ
の
対
応
状
況
は

　
　

甲
賀
市
の
小
中
学
校

の
耐
震
化
率
は
。

　
　
　
　
　

平
成
26
年
四

月
現
在
で
96
・
7
％
。

　
　

非
構
造
部
材
耐
震
化

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　

本
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
す
る
。

　
　

児
童
生
徒
の
個
人
情

報
の
管
理
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　
「
甲
賀
市
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
」
に
基
づ
き
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
等
そ
の

確
か
な
運
用
を
図
っ
て
い

る
。

　
　

学
校
司
書
の
配
置
状

況
と
来
年
度
以
降
の
計
画

は
。

　
　
　
　
　

5
人
の
学
校

司
書
を
採
用
し
、
市
内
23

小
学
校
を
巡
回
す
る
体
制

を
取
っ
て
い
る
。
勤
務
時

間
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の

一
日
3
時
間
か

ら
、
今
年
度
は

５
時
間
に
増
や

し
対
応
し
て
い

る
。
中
学
校
に

つ
い
て
も
来
年

度
以
降
巡
回
で

き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
。

　
　

義
務
教
育

課
程
の
区
切
り
を

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
「
小
中

一
貫
教
育
校
」
を

視
野
に
入
れ
た

新
し
い
義
務
教

育
を
め
ざ
す
モ
デ
ル
校
づ

く
り
に
向
け
、
そ
の
区
切

り
も
含
め
先
行
地
域
の
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

水
道
管
等
の
耐
用
年

数
は
。

上
下
水
道
部
長
38
年
。

　
　

甲
賀
市
で
耐
用
年

数
を
超
え
て
い
る
の
は

何
％
か
。

　
　
　
　
　
　
　

約
26
㎞

で
全
体
の
約
2.9
％
。

　
　

水
道
用
の
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
使
用
の
現
状
は
。

上
下
水
道
部
長
各
地
域

に
点
在
し
、
残
り
約
1.8
㎞

で
全
体
の
約
0.2
％
。
随
時

更
新
し
て
い
る
。

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問教
育
長

問教
育
部
長

問問教
育
長

問問

上
下
水
道
部
長

問

　
　

市
内
2
0
0
区
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
事
項

の
こ
こ
５
年
間
の
件
数

は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
度
7
5
3
件
、

平
成
24
年
度
6
8
4
件
、

平
成
23
年
度
8
1
8
件
、

平
成
22
年
度
6
7
0
件
、

平
成
21
年
度
6
3
9
件
。

　
　

要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
場
合
ど
の
よ
う
な
流
れ

で
対
応
、
処
理
さ
れ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
が
総

合
窓
口
と
な
り
、
ま
ず
所

管
課
へ
割
り
振
り
、
所
管

課
で
は
現
地
調
査
等
の
状

況
把
握
を
踏
ま
え
、
必
要

性
や
実
施
の
可
能
性
等
を

検
討
し
た
上
で
回
答
書
を

作
成
。

　
　

要
望
書
の
回
答
が
相

当
遅
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

聞
く
。
最
短
、
並
び
に
最

長
の
所
要
日
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　

最
短
の

所
要
日
数
で
は
、
道
路

補
修
な
ど
の
小
修
繕
に

関
し
、
事
前
連
絡
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
一
週
間
余
り

で
の
回
答
。
ま
た
、
最
長

で
は
道
路
整
備
並
び
に
交

通
安
全
対
策
関
係
に
係
る

要
望
に
つ
い
て
、

一
年
近
く
要
し

た
場
合
も
あ
る
。

　
　

下
水
道
使

用
料
の
賦
課
漏

れ
の
原
因
と
対

象
者
の
対
応
は

　
　
　
　
　
　

　

賦
課
漏
れ
の

発
見
が
多
か
っ

た
旧
水
口
町
で

少
人
数
体
制
で

経
験
浅
い
職
員

が
事
務
処
理
に

追
わ
れ
入
力
と

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
が

主
原
因
。
対
象
者
の
対
応

は
、対
象
者
宅
を
訪
問
し
、

賦
課
漏
れ
原
因
説
明
と
お

詫
び
を
行
い
、
納
入
方

法
な
ど
の
協
議
を
重
ね
、

87
％
1
2
0
名
、
金
額

に
し
て
請
求
分
全
体
の

91
・
5
％
の
了
承
が
得
ら

れ
た
。

問問問総
合
政
策
部
長

問総
合
政
策
部
長

問問

総
合
政
策
部
長

問問問上
下
水
道
部
長

土山中学校屋内運動場　耐震補強工事

自治会からの要望書の一部

議員は選挙区内に暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

片山　　修

予
防
・
対
処
の
普
及
啓
発
を
図
る

早
め
の
熱
中
症
予
防
策
は

　
　

本
市
に
お
け
る
熱
中

症
に
よ
る
救
急
搬
送
の
人

数
等
は
。

　
　
　
　
　
　
　

６
月
の

搬
送
者
数
は
７
人
、
７
月

25
人
、
８
月
16
人
、
７
月

の
年
齢
別
で
は
、
13
歳
以

上
40
歳
未
満
が
８
人
、
40

歳
以
上
65
歳
未
満
６
人
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満
が
３

人
、
75
歳
以
上
が
８
人
と

高
齢
者
が
多
い
状
況
で
あ

る
。

　
　

温
度
計
を
付
け
た
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
と
配
布

は
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
教

室
・
介
護
予
防
教
室
・
出

前
講
座
等
で
説
明
。
高
齢

者
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
予
防
に
対
す

る
周
知
・
啓
発
を
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
を
一
番

に
考
え
て
い
く
。

　
　

夏
場
の
訪
問
・
見
守

り
活
動
は
。

　
　
　
　
　
　
　

介
護
保

険
や
障
害
者
の
事
業
所
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実

行
あ
る
活
動
に
し
て
い

く
。

　
　

児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ

の
利
用
状
況
の
把
握
及
び

調
査
は
。

　
　
　
　
　

携
帯
電
話
を

所
持
し
て
い
る
児
童
は

43
・
4
％
、
中
学
校
で
は

１
年
42
・
6
％
、
２
年

42
・
7
％
、
３
年
50
・

7
％
。
定
期
的
な
調
査
の

実
施
を
、
各
学
校
に
働
き

か
け
て
い
く
。

　
　

保
護
者
や
教
育
関
係

者
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
は
。

　
　
　
　
　

教
職
員
の
研

究
会
や
保
護
者
・
親
子
研

修
会
等
も
多
く
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

夜
間
の
ス
マ
ホ
使
用

制
限
は
。

　
　
　
　

市
と
し
て
は
、

ス
マ
ホ
の
使
用
制
限
を

行
う
事
は
考
え
て
い
な
い

が
、
教
育
現
場
へ
の
指
導

を
強
め
て
い
く
。

問健
康
福
祉
部
長

問総
合
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

問問

総
合
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

問問教
育
部
長

問問教
育
部
長

問問教
育
長

　
　

本
市
に
は
甲
賀
の

酒
、
甲
賀
の
お
茶
、
信
楽

焼
、
干
瓢
な
ど
地
域
産
業

資
源
に
指
定
さ
れ
て
い
る

特
産
品
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
地
域
産
品

の
魅
力
を
発
進
し
て
い
く

事
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
産

品
を
コ
ラ
ボ
し
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

す
る
に
は
市
民
の
理
解
と

支
援
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。
甲
賀
の
酒
、
甲
賀

の
お
茶
を
信
楽
の
酒
器
や

茶
器
で
お
も
て
な
し
す
る

な
ど
全
国
に
発
進
し
て
い

く
事
が
大
切
で
す
。
全
国

的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
乾
杯
条
例
の
制
定
を
は

じ
め
、
今
後
も
地
域
資
源

を
広
く
全
国
に
発
進
し
て

い
く
。

　
　

甲
賀
市
は
小
規
模
事

業
者
が
大
半
を
占
め
て
お

り
、
本
市
に
即
し
た
振
興

策
が
必
要
。
昨
年
か
ら
要

望
し
て
い
る
条
例
制
定
も

本
市
の
積
極
的
な
研
究
会

の
立
上
げ
を
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、今
後
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

商
工

会
と
の
協
議
を
進
め
中
小

規
模
事
業
者
や
観
光
・
農

業
、
林
業
も
含

め
地
域
市
内
全

般
の
振
興
策
を

考
え
て
い
く
。

　
　

市
営
住
宅

家
賃
滞
納
に
つ

い
て
問
題
点
は

何
処
に
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　

住

宅
料
金
徴
収
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
再

整
備
、
新
た

に
公
営
住
宅
監

理
委
員
を
選
任

し
、
滞
納
額
が

増
え
て
い
く
前
に
初
期
対

応
に
重
点
を
置
く
。
過
年

度
分
の
分
納
誓
約
も
進
め

て
い
く
。

　
　

不
登
校
と
い
じ
め
の

関
係
は
。

　
　
　
　

い
じ
め
が
原
因

で
不
登
校
に
な
っ
た
件
は

25
年
度
０
件
で
あ
る
。

問産
業
経
済
部
長

問

産
業
経
済
部
長

問建
設
部
長

問教
育
長

小河　文人

産
業
全
般
の
振
興
に
繋
げ
て
い
き
た
い

本
市
の
地
域
資
源
活
用
の
振
興
策
は

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

地
域
産
品
の
展
示
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人
口
減
少
、
高
齢
化

の
変
化
も
踏
ま
え
、
施
設

全
体
の
最
適
化
を
図
り
、

統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
た

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
策
定
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

全
体
の
状
況

を
把
握
し
、
計
画
的
な
更

新
、
統
廃
合
、
目
的
や
機

能
の
転
用
、
長
寿
命
化
な

ど
に
よ
り
、
類
型
ご
と
の

状
況
調
査
を
実
施
し
、
平

成
28
年
度
を
目
途
と
し
て

策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
を
う
ま
く
生
か
し
て
、

実
績
を
上
げ
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ

次
第
や
贈
呈
品
の
中
味
に

お
い
て
は
、
本
市
に
及
ぼ

す
財
源
の
確
保
と
し
て
は

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で

は
。
市
長
の
見
解
と
共
に

本
市
の
実
態
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　

今
、
巷
で
は
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
が
話
題
に

な
り
、
特
典
サ
ー
ビ
ス
合

戦
が
過
熱
し
て
い
る
。
ま

ず
は
節
度
そ
の
も
の
に
尽

き
る
と
思
う
。本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
95
件
、

９
、３
８
３
、８
１
０
円
の

ご
寄
付
を
受
け
て
お
り
、

５
つ
の
目
的
事
業
の
原
資

の
一
部
と
し
て
活
用
。
今

後
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用

も
研
究
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐

欺
被
害
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
未
然
防

止
の
為
に
さ
ら
に
工
夫
が

で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
「
か
も

メ
ー
ル
」
を
活
用
し
た
啓

発
ハ
ガ
キ
を
高
齢
者
宅
へ

配
達
。
又
、
総
合
相
談
を

実
施
す
る
な
か
、
７
台
の

防
犯
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を

走
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

問問総
務
部
長

問問

市
長

問問市
民
環
境
部
長

市
民
環
境
部
長

　
　

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
道
路
の
市
道
認
定

に
つ
い
て
、
六
月
定
例
会

で
地
元
と
協
議
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
協
議
を

し
た
の
か
、そ
の
結
果
は
。

　

次
に
、
道
路
が
残
地
一

筆
で
開
発
業
者
か
ら
譲
り

受
け
た
と
地
元
区
か
ら
聞

い
て
い
る
が
、
分
筆
等
も

含
め
て
市
と
し
て
対
応
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
は
多

く
の
新
興
住
宅
地
や
団

地
が
あ
る
が
、
同
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
よ
う
に
市
道

認
定
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　

現
在
、
市
で
は
世
界

認
証
に
よ
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
同

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
も

九
万
三
千
の
中
の
市
民
で

あ
る
。
し
か
し
、
団
地
内

の
生
活
道
路
は
公
道
で
な

く
、
維
持
管
理

も
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
。

簡
易
舗
装
材
で

の
簡
単
な
補
修

程
度
は
可
能
だ

が
、
万
が
一
、

昨
年
の
よ
う
な

台
風
被
害
で
道

路
が
陥
没
や
、

崩
壊
し
た
場
合

は
、
何
の
対
策

も
し
て
も
ら
え
な
い
。
団

地
内
で
も
高
齢
化
が
進

み
、
補
修
す
ら
で
き
な
い

時
期
が
到
来
す
る
。
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
取
得
を

め
ざ
す
市
と
し
て
、
市
民

の
安
心
と
安
全
を
め
ざ
す

た
め
に
も
、
市
道
認
定
に

向
け
た
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

分
筆
等
地
元

負
担
を
軽
減
で
き
る
手
法

を
検
討
中
。
で
き
次
第
協

議
す
る
。
ま
た
市
内
の
他

の
団
地
で
は
市
道
認
定
さ

れ
て
お
り
、
認
定
さ
れ
て

い
な
い
の
は
同
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

● 

空
き
家
対
策
と
空
き
家

バ
ン
ク
創
設
に
つ
い

て
● 

犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に

つ
い
て

問問

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

白坂萬里子

平
成
28
年
度
を
目
途
に
策
定
し
た
い

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は

田中　將之

手
法
に
つ
い
て
検
討
中

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
市
道
認
定
は

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

詐欺防止のラッピングバス

しがらきニュータウン内の道路
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第
２
次
行
政
改
革
大

綱
の
最
終
年
度
で
あ
る
が

ど
の
よ
う
な
成
果
が
見
え

て
き
た
か
。

　
　
　

65
の
補
助
事
業
の

縮
小
廃
止
や
59
の
施
設
の

廃
止
等
を
進
め
た
。
ま
た

市
税
・
料
金
等
収
納
率
を

向
上
さ
せ
、
未
利
用
、
有

休
財
産
の
売
却
処
分
に
よ

り
歳
入
確
保
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、
組
織
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
強
化
や
自
治
振
興

会
の
設
立
や
自
主
防
災
組

織
の
設
立
に
よ
り
市
民
参

加
の
形
が
進
み
、
自
治
基

本
条
例
の
策
定
も
進
め
て

い
る
。

　
　

第
３
次
行
政
改
革
大

綱
等
の
策
定
状
況
と
市
民

参
加
の
手
法
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　

学
識

経
験
者
や
市
民
、

企
業
の
方
の
参
加

に
よ
る
行
政
改
革

推
進
委
員
会
に
諮

問
し
て
い
る
。
一

月
に
は
、
答
申
い

た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

　
　

公
開
事
業
評

価
を
新
大
綱
に
位

置
づ
け
、
市
民
判

定
員
制
度
等
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

今
後
の
事
業

評
価
の
運
用
方
法
や
必
要

性
に
つ
い
て
公
開
事
業
評

価
の
場
で
提
案
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

工
業
団
地
内
企
業
と

周
辺
地
域
と
の
間
で
、
水

質
汚
濁
、
騒
音
、
臭
気
等

住
民
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

い
る
場
合
、
行
政
は
ど
う

解
決
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

法
律
上

問
題
が
な
く
て
も
、
住
民

に
迷
惑
が
及
ん
で
い
る
限

り
改
善
を
お
願
い
し
て
い

く
。

　

住
民
の
説
明
会
で
の
意

見
を
踏
ま
え
た
改
善
計
画

書
を
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
、
根
本
的
原

因
の
究
明
を
図
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
問
題

解
決
に
向
け
対
応
す
る
。

問市
長

問問

総
務
部
長

問問

総
務
部
長

問問市
民
環
境
部
長

　
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
基
本
計
画
の
策
定
を
受

け
、
地
域
防
災
計
画
へ
の

反
映
な
ど
本
市
に
お
い
て

も
対
応
が
必
要
で
は
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
市
の
想
定
最
大
震

度
は
、
中
央
防
災
会
議
で

は
震
度
６
弱
で
、
多
く
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る

防
災
対
策
推
進
計
画
も
盛

り
込
ん
だ
地
域
防
災
計
画

の
改
定
作
業
を
進
め
、
本

年
度
中
に
防
災
会
議
で
協

議
・
決
定
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

　
　

近
年
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い
で
お
り
、

子
ど
も
や
若
者
に
対
す
る

早
期
か
ら
の
消
費
者
教
育

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で

も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
被
害
が
増
加
・
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト

ラ
ブ
ル
に
対
す
る
適
切
な

対
応
力
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
け
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
消
費
者
教
育
推
進
計

画
の
策
定
を
検
討
す
る
。

消
費
者
教
育
推
進
地
域
協

議
会
に
つ
い
て
も
必
要
な

体
制
整
備
に
向
け
努
力
し

た
い
。

　
　

今
日
、
働
き
盛
り
の

人
の
脳
梗
塞
や
く
も
膜

下
出
血
な
ど
の
脳
卒
中
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
脳

ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

人
間

ド
ッ
ク
と
併
せ
て
脳
ド
ッ

ク
の
検
査
を
さ
れ
た
場

合
、
上
限
２
万
円
の
範
囲

内
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診

啓
発
に
努

め
る
と
と

も
に
、
脳

ド
ッ
ク
の

み
の
助
成

に
つ
い
て

も
研
究
す

る
。

問問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問問市
民
環
境
部
長

問問問市
民
環
境
部
長

林田　久充

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
等
を
諮
問
中

行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
は

加藤　和孝

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
み
に
つ
い
て
も
研
究
す
る

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
制
度
の
導
入
を

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

公
開
事
業
評
価
（
質
疑　

応
答　

議
論
）

南海トラフ

消費者トラブル防止啓発チラシ
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

山岡　光広

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
含
め
て
改
善
し
た
い

南
杣
ト
ン
ネ
ル
が
暗
い

橋本　恒典

保
育
士
の
確
保
が
課
題

保
育
環
境
の
充
実
は

　
　

甲
賀
広
域
営
農
団

地
農
道
「
南
杣
ト
ン
ネ

ル
」
が
暗
い
。
調
べ
た
ら

１
６
４
基
の
照
明
器
具
が

あ
る
の
に
点
灯
し
て
い
る

の
は
36
基
だ
け
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
も
含
め
て
改
善
を
。

　
　
　
　
　
　
　

経
年
劣

化
等
に
よ
り
切
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

も
含
め
て
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
校
教
育
施
設
整
備

の
責
任
は
誰
か
。

　
　
　

学
校
施
設
管
理
を

所
管
す
る
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
安
全
安
心
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　
　

同
じ
ク
ラ
ス
で
机
と

椅
子
が
新
旧
大
小
バ
ラ
バ

ラ
。
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て

使
用
不
可
。
カ
ー
テ
ン
も

ボ
ロ
ボ
ロ
、
改
善
を
。

　
　
　
　
　

年
間
予
算

配
分
の
中

で
、
各
学
校

で
対
応
し
て

も
ら
っ
て
い

る
。

　
　

そ
れ
は

学
校
長
の
責

任
で
は
な
い

で
し
ょ
。
市

教
委
の
責
任

で
改
善
す
べ

き
。

　
　
　

予
算
措
置
は
す
る

が
、
具
体
的
な
備
品
整

備
は
熟
知
を
し
て
い
な

か
っ
た
。
ご
意
向
ふ
ま

え
つ
つ
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
努
力
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　

Ｊ
Ｒ
甲
南
駅
の
窓
口

が
６
月
か
ら
制
限
さ
れ
不

便
。
Ｊ
Ｒ
に
改
善
を
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
は
利
用
者

離
れ
に
な
る
と
危
惧
し
て

い
る
。
働
き
か
け
た
い
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
の
通
学

保
障
に
つ
い
て
県
の
実
証

研
究
に
市
と
し
て
参
加
す

べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　

県
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
ら
、

そ
の
体
制
も
確
認
し
な

が
ら
、
参
加
す
る
こ
と

は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

問産
業
経
済
部
長

問市
長

問教
育
部
長

問

市
長

問市
長
総
合
政
策
部
長

問健
康
福
祉
部
長

　
　

新
制
度
に
伴
い
市

の
保
育
環
境
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　

新
制
度
で
は

利
用
者
が
多
様
な
施
設

や
事
業
の
中
か
ら
選
択

で
き
る
仕
組
み
と
な
り
、

保
育
環
境
の
拡
充
・
充

実
に
大
き
く
期
待
し
て

い
る
。

　
　

園
舎
の
耐
震
診
断

や
耐
震
補
強
の
進
捗
は
。

　
　
　
　

簡
易
耐
震
診

断
に
お
い
て
耐
震
強
度

が
不
足
し
て
い
る
と
判

定
さ
れ
た
11
園
に
つ
い

て
耐
震
診
断
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
維
持
補
修

工
事
と
併
せ
計
画
的
な

耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　

エ
ア
コ
ン
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に

37
台
を
整
備
、
空
調
設

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

南
杣
ト
ン
ネ
ル

議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー

備
が
必
要
な
保
育
室
へ
の

整
備
は
本
年
度
で
終
了
予

定
。
今
後
、
状
況
に
合
わ

せ
対
応
す
る
。

　
　

全
国
的
に
保
育
士
不

足
が
課
題
だ
が
本
市
の
状

況
は
。
給
与
・
賃
金
は
他

市
と
比
べ
て
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

保
育
士
の
確

保
に
は
年
間
を
通
し
て

大
変
苦
労
し
て
い
る
。

臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
湖
南
方
面
の
市
と

比
べ
る
と
若
干
低
い

状
況
で
あ
る
。

　
　

青
少
年
の
文
化

芸
術
活
動
の
現
状
は
。

問教
育
部
長

教
育
部
長

問

　
　
　
　

様
々
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
は
じ
め
、

サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

来
年
開
催
さ
れ
る

全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
へ
の
市
の
関
わ
り

と
支
援
は
。

　
　
　
　

同
大
会
の
郷

土
芸
能
の
部
が
来
年
７

月
29
日
か
ら
31
日
ま
で

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

を
主
会
場
に
開
催
予
定
。

市
も
主
催
に
加
わ
り
準
備

段
階
か
ら
参
画
し
て
お

り
、
最
大
限
の
支
援
に
努

め
る
。

教
育
長

問教
育
長

子
育
て
支
援
新
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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県
の
平
均
正
答
率
は

都
道
府
県
別
で
５
科
目
が

ワ
ー
ス
ト
５
と
非
常
に
悪

い
。
甲
賀
市
の
結
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　

小
中
学
校
と
も

全
国
平
均
、
県
平
均
を

下
回
る
科
目
も
複
数
あ

り
、
結
果
は
決
し
て
満

足
で
き
る
も
の
で
な
く

危
機
感
を
覚
え
る
。
一

方
で
全
国
平
均
を
上

回
っ
た
学
校
も
複
数
あ

り
、
特
に
甲
賀
中
学
校

は
生
徒
の
努
力
が
実
り
、

秋
田
や
福
井
等
上
位
県

を
上
回
る
結
果
を
残
し

た
。

　
　

ス
マ
ホ
の
使
用
時
間

が
長
い
ほ
ど
成
績
が
下
が

る
と
の
相
関
関
係
が
調
査

報
告
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　

文
科
省
通
知
に

学
校
、
地
域
、
家
庭
が

連
携
し
ル
ー
ル
づ
く
り

が
必
要
と
あ
る
。
自
ら

を
律
し
主
体
的
に
使
え

る
様
指
導
す
る
。

　
　

コ
ミ
バ
ス
は
市
内

1
4
0
系
統
で
運
行
。

　

残
念
な
が
ら
殆
ど
は
空

気
を
運
ん
で
い
る
と
揶

揄
さ
れ
る
程
利
用
が
少
な

い
。
あ
る
地
方
で
「
ハ
ブ

＆
ス
ポ
ー
ク
方
式
」
運
行

で
経
営
改
善
し
た
会
社
が

あ
る
。
参
考
に
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
方

式
に
よ
る
路
線
網
の
構
築

は
効
率
も
よ
く
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
合
わ
せ
研
究
を
進
め
る
。

　
　

ハ
ブ
停
留
所
と
し
て

整
備
す
る
新
庁
舎
敷
地
も

有
力
な
場
所
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

鉄
道
と

の
接
続
と
利
用
促
進
、
広

大
な
地
域
へ
の
運
行
時
間

等
総
合
的
に
勘
案
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

有
用
性
は
認

識
す
る
が
来
庁
者
の
駐
車

場
等
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。

問教
育
長

問教
育
長

問総
合
政
策
部
長

問総
合
政
策
部
長

総
務
部
長

　
　

日
本
を
代
表
す
る
童

話
作
家
、
厳
谷
小
波
氏

作
詞
の
水
口
小
学
校
校
歌

に
も
出
て
く
る
古
城
山

に
「
岡
山
城
」
と
い
う

山
城
が
安
土
桃
山
期
に
存

在
し
、
歴
史
上
重
要
な
城

で
あ
っ
た
こ
と
は
史
実
と

し
て
明
白
で
あ
る
。「
あ

い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
重
点
事
業

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
発
掘
・
整
備
を
踏

ま
え
て
、
国
の
史
跡
指
定

は
得
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

発
掘
調
査
を

基
に
27
年
度

に
文
化
庁
に

具
申
を
行
い
、

28
年
度
秋
ご

ろ
に
可
否
が

示
さ
れ
る
予

定
。
石
垣
や
瓦
が
多
く
出

土
し
、
城
郭
史
に
お
い
て

も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
の

で
、
史
跡
指
定
の
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。

　
　

水
口
岡
山
城
の
会
の

バ
ル
ー
ン
城
の
企
画
は
、

水
口
祭
、
阿
迦
之
宮
祭
に

合
わ
せ
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
開
催
さ
れ
た
が
、
市

と
し
て
の
評
価
は
。

　
　
　
　
　
　
　

活
気
あ

ふ
れ
る
全
市
的
な
取
り
組

み
を
頂
い
た
と
認
識
し
、

全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
や

ネ
ッ
ト
動
画
な
ど
、
測
り

知
れ
な
い
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

み
な
く
ち
宿
を
良

く
す
る
会
な
ど
市
民
も

整
備
に
向
け
て
活
動
し

て
い
る
が
、
市
長
の
事

業
に
か
け
る
思
い
は
。

　
　
　

市
民
の
長
年
の
夢

で
あ
る
天
守
の
復
元
に

向
け
て
、
市
民
と
行
政
が

共
に
努
力
を
す
る
こ
と
が

「
幸
せ
輝
く
理
想
郷
甲
賀
」

を
創
造
す
る
こ
と
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

だ
け
は
是
非
と
も
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
事
業
で

あ
る
。

問

教
育
部
長

問問産
業
経
済
部
長

総
合
政
策
部
長

問問問市
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

戎脇　　浩

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
活
用
す
る

岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
と
今
後
は

的場　計利

危
機
感
覚
え
る
が
、
光
明
も
見
え
る

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
結
果
は

交通政策審議会資料より　バス停留所

市民の力で造られた
バルーン岡山城

８
月
26
日　

毎
日
新
聞
よ
り

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

発
掘
・
整
備
の
進
む
古
城
山
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米
価
暴
落
の
う
え
、

国
は
農
業
委
員
会
の
公
選

制
や
建
議
な
ど
や
め
よ
う

と
し
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
農

業
の
持
続
的
な
発
展
と
農

業
者
の
代
表
機
関
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。

　
　
　

農
業
者
に
は
市
独

自
の
助
成
制
度
を
進
め

る
。
農
業
者
の
代
表
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興

と
農
地
の
有
効
利
用
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

集
団
的
自
衛
権
の
閣

議
決
定
な
ど
国
政
が
影
響

し
た
知
事
選
結
果
の
評
価

と
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
等
は
県
制

度
へ
要
望
せ
よ
。

　
　
　

歯
車
が
狂
っ
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に

陥
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
が
あ
る
。

医
療
費
は
、
県
内
一
律
の

補
助
助
成
制
度
と
し
て
求

め
て
い
る
。

　
　

質
問
は
２
回
目
、
小

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を
。

　
　
　

調
査
結
果
の
分

析
・
考
え
方
な
ど
を
整
理

す
る
よ
う
教
育
委
員
会
に

要
請
し
て
い
る
。

　
　

古
城
山
の
遺
跡
調
査

期
限
と
目
的
は
。
散
策
道

等
の
除
草
を
せ
よ
。

　
　
　
　
　

今
年
度
完
了

予
定
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

国
の
史
跡
指
定

を
受
け
る
た
め
の
基
礎

資
料
を
作
成
と
成
果
結

果
は
資
料
と
し
て
見
て

も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　

適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
　

新
年
度
に
は
通
行
で

き
る
岩
上
橋
に
せ
よ
。

　
　
　
　
　

主
桁
に
致

命
的
な
損
傷
が
あ
り
約

２
億
円
が
か
か
り
本
年

度
中
に
方
針
を
決
定
。
補

助
事
業
等
今
後
の
対
応

を
決
め
る
。

問問農
業
委
員
会
会
長

市
長

問問市
長

問問問市
長

問問問問教
育
部
長

教
育
長

産
業
経
済
部
長

問問建
設
部
長

小西喜代次

現
段
階
で
は
改
善
の
考
え
は
な
い

信
楽
町
勅
旨
に
も
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
を

安井　直明

農
業
委
員
会
は
大
切
な
存
在
だ

農
業
委
員
会
つ
ぶ
し
は
や
め
よ

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

　
　

集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
に
対
し

て
撤
回
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

国
政
の
こ
と
で
あ

り
、
市
長
と
し
て
の
所

見
は
、
差
し
控
え
る
。
戦

わ
ず
し
て
世
界
平
和
に
貢

献
、
行
動
す
る
の
が
日
本

の
役
割
で
あ
り
、
憲
法
と

言
う
最
高
法
規
を
守
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

自
衛
官
募
集
案
内
が

市
内
高
校
生
に
送
ら
れ
て

い
る
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
も
と
自
衛
隊
が

海
外
で
の
戦
争
で
命
を
な

く
す
事
態
が
現
実
的
と
な

る
な
か
で
、
自
衛
官
募
集

の
た
め
の
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
は
拒
否
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

法
令
の
要
件
を
満

た
し
て
お
り
、
閲
覧
に
応

じ
た
。

　
　

信
楽
川
の
長
野
地
区

新
町
橋
付
近
の
浸
水
対
策

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

現
在
浚
渫
工

事
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

信
楽
町
勅
旨
地
域
に

は
コ
ミ
バ
ス
の
停
留
所
が

な
い
。
４
月
か
ら
の
80
歳

以
上
と
障
害
者
の
バ
ス
無

料
券
が
利
用
で
き

な
い
。
ま
た
、
信

楽
高
原
鐵
道
に
も

無
料
券
拡
大
を
。

　
　
　
　
　
　
　

帝
産
バ
ス
、
高
原

鐵
道
と
競
合
す
る

の
で
そ
ち
ら
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

高
原
鐵
道
へ
の
無

料
券
拡
大
は
総
合

的
に
判
断
。

　
　

三
雲
駅
か
ら

甲
賀
病
院
へ
の
乗

り
換
え
な
し
の
８

時
台
の
バ
ス
増
便

と
病
院
か
ら
の
帰
り
の
バ

ス
を
。

　
　
　
　
　
　
　

全
体
輸

送
力
か
ら
困
難
。

　
　

結
婚
相
談
員
の
待
遇

改
善
を
。

　
　
　
　
　
　
　

現
状
で

協
力
を
願
い
た
い
。

問市
長

問市
長

問建
設
部
長

建
設
部
長

問市
長
総
合
政
策
部
長

問

市
長
総
合
政
策
部
長

問産
業
経
済
部
長

今年の台風11号で増水の新町橋

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

雑草一杯の散策道

通行できる岩上橋に
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条
例
の
制
定
意
義

は
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
の

条
例
を
制
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
明
確
な
目
的

の
設
定
や
合
意
形
成
と
と

も
に
、
今
後
の
具
体
的
な

振
興
計
画
に
つ
な
が
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
中
小
企
業
者
や

小
規
模
事
業
者
の
喚
起

を
促
す
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
市
内
産
業
全
般
に

わ
た
る
視
点
に
立
っ
て
の

検
討
や
、
本
市
の
実
情
に

即
し
た
地
域
産
業
の
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

　
　

協
働
の
主
体
と
な
る

中
小
企
業
者
の
範
囲
は
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域

の
産
業
振
興
は
、
全
て

の
市
民
が
主
体
と

な
り
、
地
域
の
活

性
化
を
考
え
、
将

来
に
向
け
た
合
意

形
成
を
醸
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
に

多
く
の
市
民
や
中

小
企
業
者
を
は
じ

め
と
す
る
広
範
な

関
係
団
体
を
想
定

し
て
い
る
。

　
　

商
工
会
、
観

光
協
会
、
営
農
組

合
関
係
だ
け
で
な
く
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
授
産
施
設
な
ど

で
社
会
貢
献
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
共
に
、
食

品
を
含
め
物
品
の
製
造
や

販
売
を
さ
れ
て
い
る
団
体

も
あ
る
が
、
条
例
の
範
囲

に
含
ま
れ
、
協
働
の
主
体

と
な
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

農
業
の

６
次
産
業
化
も
含
め
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　

期
待
さ
れ
る
効
果

は
。

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
化

や
人
口
の
減
少
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
、
従
来
と
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
地

域
経
済
に
対
応
し
た
新
た

な
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
す
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
地
域
産
業
の
振
興

を
促
し
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
に
つ
な
げ
る
。

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問問

産
業
経
済
部
長

問問産
業
経
済
部
長

山中　善治

明
確
な
目
的
設
定
に
取
り
組
む

（
仮
）中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
内
容
は

森田　久生

活
用
戦
略
に
沿
い
着
実
に
事
業
を
展
開

「
新
名
神
高
速
道
路
活
用
戦
略
」
進
捗
は

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

今
回
は
平
成
24
年
２
月
に

策
定
さ
れ
た
「
新
名
神
高

速
道
路
活
用
戦
略
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

新
名
神
高
速
道
路
開

通
に
よ
り
、
当
市
に
も

た
ら
さ
れ
た
恵
ま
れ
た
環

境
活
用
戦
略
を
進
め
る
こ

と
に
よ
る
当
市
へ
の
効
果

は
。

　
　
　

企
業
立
地
の
促
進

と
雇
用
創
出
、
観
光
振
興

や
地
域
の
活
性
化
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

　
　
「
甲
賀
市
新
名
神
高

速
道
路
戦
略
書
」
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
主
な
事
業

は
。

　
　
　
　
　
　
　

土
山
Ｓ

Ａ
周
辺
活
性
化
事
業
、
国

際
観
光
客
誘
致
事
業
、
名

神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促

進
事
業
、
甲
南
Ｐ
Ａ
流
出

経
路
検
討
事
業
、
市
内
中

心
街
へ
の
道
路
整
備
事
業

等
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

事
業
内
容
の
市
民

へ
「
見
え
る
化
」
や
「
市

民
意
見
の
反
映
」
も
含
め

た
進
捗
管
理
の
機
能
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　

実
績
検

証
、
市
民
意
見
反
映
の
機

能
部
分
に
甘
さ
が
あ
っ

た
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
徹
底

す
る
。

　
　

名
神
名
阪
連
絡
道
路

実
現
に
向
け
て
、

市
と
し
て
の
取

組
み
姿
勢
は
。

　
　
　

市
議
会

も
後
押
し
の
為

の
議
連
を
立
ち

上
げ
て
頂
い
た
。

今
後
は
知
事
・

地
元
県
議
の
力

も
借
り
な
が
ら

全
市
民
が
共
有

す
る
道
路
と
し

て
、
早
期
実
現

に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
。

　
　

甲
賀
土
山
イ
ン

タ
ー
周
辺
へ
の
新
工
業
団

地
建
設
構
想
の
基
本
ス
タ

ン
ス
と
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　

旧
甲
賀
町

時
代
の
「
甲
賀
北
工
業

団
地
基
本
構
想
」
を
基

に
第
一
段
階
と
し
て
59

ha
分
の
開
発
を
地
元
も
交

え
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問問市
長

問問総
合
政
策
部
長

問問総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

問問

市
長

問問建
設
部
長

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

滋
賀
県
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

開発が待たれる土山サービスエリア付近
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現
行
の
総
合
計
画
の

成
果
と
課
題
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26

年
３
月
末
時
点
で
は
、
14

項
目
の
指
標
中
10
項
目
に

お
い
て
達
成
率
が
順
調
に

展
開
中
で
あ
る
が
、
前
期

基
本
計
画
中
の
79
項
目
の

指
標
の
内
、
19
項
目
に
お

い
て
達
成
率
が
下
降
し
て

お
り
改
善
策
を
検
討
し
取

り
組
み
た
い
。

　
　

平
成
23
年
８
月
の
自

治
法
改
正
と
の
関
連
は
。

　
　
　
　
　
　
　

住
民
本

位
の
計
画
策
定
へ
と
転
換

が
図
ら
れ
「
多
元
・
多
層

の
開
か
れ
た
市
民
参
加
」

を
進
め
る
こ
と
で
よ
り
馴

染
み
や
す
い
計
画
を
目
指

し
た
い
。

　
　

次
期
計
画
策
定
の
留

意
点
と
重
要
課
題
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

人
口
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
若

者
に
と
っ
て
住
み
や
す

く
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
を
整
え
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康

で
、
生
き
生
き
と
社
会
参

画
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

　
　

対
流
促
進
型
国
土
の

形
成
を
め
ざ
す
「
国
土

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
」
と
の

連
携
は
ど
う
図
る

か
。

　
　
　

今
年
７
月

に
国
交
省
が
発
表

し
た
「
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
は
、

２
０
５
０
年
を
見

据
え
た
国
土
づ
く

り
の
理
念
を
示
し

た
も
の
で
、
50
年

後
に
人
口
１
億
人

程
度
の
安
定
し
た

人
口
構
造
の
保
持

を
目
指
す
も
の

で
、
地
域
の
資
源
や
人
材

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

の
た
た
ず
ま
い
を
ガ
ー
デ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
と
ら
ま

え
て
県
と
市
町
が
課
題
を

共
有
し
、
対
話
と
協
調
に

よ
る
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問問総
合
政
策
部
長

問問総
合
政
策
部
長

問問総
合
政
策
部
長

問問市
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

竹若　茂國

行
政
運
営
の
成
果
が
見
え
て
き
た

合
併
10
年
の
総
括
と
甲
賀
市
の
未
来
は

中西弥兵衞

人
口
減
少
に
対
処
し
た
計
画
を

次
期
総
合
計
画
の
留
意
点
と
課
題
は

　
　

貴
生
川
子
ど
も

園
の
運
営
は
。

　
　
　
　

満
足
度
は

高
い
と
の
保
護
者

の
声
を
確
認
し
て
い

る
。
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

適
切
な
運
営
が
で
き

て
い
る
。

　
　

信
楽
高
原
鐵
道

の
赤
字
解
消
は
。

　
　
　
　
　
　
　

公

有
民
営
化
に
よ
る
上

下
分
離
方
式
を
導
入
し
、

平
成
25
年
度
は
黒
字
に

な
っ
た
。
今
後
も
利
用
促

進
等
工
夫
を
こ
ら
し
経
営

努
力
を
進
め
る
。

　
　

甲
南
中
央
運
動
公
園

な
ど
の
維
持
管
理
が
不
十

分
で
あ
る
が
。

　
　
　
　

こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
の
で
、
早
急
に

対
処
す
る
。

　
　

類
似
施
設
の
業
務
の

効
率
化
と
全
般
的
な
見
直

し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

平
成
28
年
度

に
、
総
合
的
な
施
設
整
備

計
画
を
策
定
し
て
計
画
的

に
見
直
し
を
す
す
め
る
。

　
　

人
口
減
少
と
過
疎
化

対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

元
気
な
甲
賀
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
部

局
横
断
的
な
検
討
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
、
定
住
化
田
園
構
想
等

を
す
す
め
る
。

　
　

地
域
情
報
音
声
放
送

の
市
民
情
報
は
、
無
料
に

す
る
べ
き
で
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

個
々
に

必
要
な
情
報
へ
の
一
定

の
利
用
者
負
担
は
、
理
解

が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え

る
。

問問教
育
長

問問総
合
政
策
部
長

問問問副
市
長

問問問総
務
部
長

問問問市
長

問問問総
合
政
策
部
長

対流促進型国土の姿

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

公
園
の
雑
草

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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特別委員会の動き

　

甲
賀
市
の

新
し
い
庁
舎

整
備
は
、
実
施
設
計
に
向

け
て
、
詳
細
な
部
分
も
含

め
て
詰
め
の
作
業
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。
10
月
20
日

に
開
い
た
庁
舎
整
備
特
別

委
員
会
で
は
、
７
月
の
委

員
会
で
指
摘
し
た
改
善

点
、
各
フ
ロ
ア
の
詳
細
な

部
分
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
精
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
８

月
12
日
に
は
、
今
年
３
月

に
完
成
し
５
月
か
ら
新
庁

舎
で
業
務
を
開
始
し
た
ば

か
り
の
愛
知
県
一
宮
市
役

所
（
地
下
１
階
・
地
上
15

階
）
を
訪
れ
、
庁
舎
整
備

の
経
緯
や
コ
ン
セ
プ
ト
、

留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。
基
本
理

念
は
「
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
庁
舎
」「
便
利
で
わ

か
り
や
す
い
庁
舎
」「
市

民
に
開
か
れ
た
庁
舎
」「
安

全
・
安
心
な
庁
舎
」「
環

境
に
や
さ
し
い
庁
舎
」
と

い
う
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
も
と

づ
き
実

施
設
計

を
す
す

め
た
と
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
南
海
ト
ラ
フ
な
ど

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、

震
度
６
強
の
地
震
を
想
定

し
て
基
礎
免
震
構
造
を
採

用
。
吹
き
抜
け
が
空
調
効

果
に
影
響
し
て
い
な
い
か

に
つ
い
て
は
「
影
響
な

い
」
と
の
こ
と
。
庁
舎
機

能
を
本
庁
舎
に
集
約
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
「
そ
の

都
度
設
営
し
て
い
た
災
害

対
策
本
部
は
庁
舎
内
に

常
設
、
情
報
収
集
機
能
も

大
幅
に
向
上
し
て
い
る
」

と
。
合
併
前
の
旧
庁
舎
に

つ
い
て
は
「
尾
西
西
館
は

解
体
、
木
曽
川
庁
舎
は
耐

震
補
強
と
改
修
工
事
を
実

施
」
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
甲
賀
市
の
実
施
設
計

に
活
か
せ
る
べ
き
点
は
、

活
か
す
よ
う
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。 

　

平
成
25
年

９
月
の
台
風

18
号
に
よ
る
杣
川
鉄
橋
流

失
、
線
路
法
面
崩
壊
な
ど

の
復
旧
工
事
は
、
順
調
に

進
め
ら
れ
、
橋
脚
や
橋
梁

も
完
成
し
、
現
在
線
路
の

敷
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
又
、
法
面
工
事
も
含

め
、
復
旧
工
事
の
進
捗
率

は
、
87 

%
（
９
月
末
現

在
）
と
な
っ
て
お
り
、
運

行
再
開
を
今
年
の
11
月
29

日
（
土
）
に
行
う
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、

執
行
部
よ
り
逐
次
復
旧
工

事
の
進
捗
状
況
の
説
明
を

求
め
、現
地
踏
査
も
行
い
、

現
状
把
握
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

運
行
再
開
日
も
決
ま

り
、
記
念
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
11

月
29
日
（
土
）
に
運
行
再

開
記
念
式
や
、
信
楽
駅

ホ
ー
ム
で
、
レ
ー
ル
を
つ

な
ぐ
、
市
民
の
心
を
つ
な

ぐ
な
ど
の
「
つ
な
ぐ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
出
発

式
を
行
う
と
の
事
で
し

た
。
又
、
貴
生
川
駅
や
信

楽
線
沿
線
で
各
種
団
体
や

地
元
の
皆
さ
ん
が
お
祝
い

の
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
再
開
と
な
り

ま
す
が
、
最
重
要
課
題
は

運
行
再
開
後
の
安
全
運
行

と
経
営
安
定
で
あ
り
、
地

元
利
用
促
進
策
も
含
め
た

観
光
振
興
策
な
ど
鋭
意
検

討
さ
れ
る
事
を
甲
賀
市
と

信
楽
高
原
鐵
道
（
株
）
に

望
む
と
こ
ろ
で
す
。

庁舎整備
特別委員会

信楽高原鐵道
特別委員会

議会改革推進
特別委員会

今
年
３
月
完
成
の

一
宮
市
役
所
視
察

11
月
29
日
運
行
再
開
決
定

　
　

復
旧
工
事
状
況
を
視
察

議
会
改
革
先
進
地
の

　
　
　
　

視
察
研
修
を
実
施

　

７
月
27
日・

28
日
に
、
甲

賀
市
議
会
基

本
条
例
で
定
め
て
い
る
議

会
報
告
会
、
議
員
間
の
自

由
討
議
、
政
策
提
案
な
ど

に
つ
い
て
、
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
岐
阜
県
可

児
市
議
会
と
高
山
市
議
会

を
視
察
し
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

可
児
市
議
会
で
は
、
市

民
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に

重
点
を
お
い
た
議
会
報
告

会
を
開
催
さ
れ
て
お
り
、

委
員
長
が
必
要
と
認
め
る

と
き
な
ど
に
議
員
間
の
自

由
討
議
を
議
案
の
質
疑
と

討
論
の
間
に
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

本
会
議
だ
け
で
は
な
く
、

常
任
委
員
会
に
つ
い
て
も

動
画
配
信
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
山
市
議
会
で
は
、
市

民
の
声
を
政
策
提
言
と
い

う
形
で
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、「
地
域
別
市
民

意
見
交
換
会
」
と
「
分
野

別
市
民
意
見
交
換
会
」
を

開
催
さ
れ
て
お
り
、
政
策

提
言
の
質
を
高
め
る
た
め

に
政
策
討
論
会
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
常
任
委
員
会
の
開
催

を
毎
月
定
例
化
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
で
は
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
と
議

会
運
営
の
確
立
を
目
指
し

て
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
が
、
一
部
を
除

い
て
具
体
的
な
運
用
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

工
事
中
の
杣
川
橋
梁

可児市での研修
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組合議会の動き・議会活動報告・議会報告会の案内

甲賀広域
行政組合議会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
及
び

平
成
26
年
度
補
正
予
算
案
可
決

　

10
月
８
日

第
３
回
定
例

会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成

25
年
度
決
算
認
定
及
び
平

成
26
年
度
補
正
予
算
の
２

議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

歳
入
総
額　31億

8
6
2
5
万
円

主
な
歳
入　

分
担
金
及
び
負
担
金

24
億
1
4
3
1
万
円

使
用
料
及
び
手
数
料

４
億
2
0
9
1
万
円

繰
越
金 

3
8
1
5
万
円

諸
収
入 

3
4
3
4
万
円

組
合
債 

２
億
7
1
9
0
万
円

歳
出
総
額31億

2
8
7
4
万
円

主
な
歳
出

総
務
費 

8
7
8
7
万
円

衛
生
費12

億
2
4
0
2
万
円

消
防
費15

億
3
8
5
7
万
円

公
債
費２

億
7
7
6
2
万
円

主
な
質
疑

　
　

行
政
改
革
推
進
に
つ

い
て

　
　

行
財
政
改
革
委
員
会

に
お
い
て
進
め
て
い
る
。

総
務
部
門
な
ど
の
統
合
を

行
い
、
事
務
事
業
の
効
率

化
を
す
す
め
た
。
今
後
も

一
層
推
進
を
は
か
る
。

　
　

消
防
等
の
出
動
に
つ

い
て

　
　

火
災
は
人
家
は
減

少
、
放
火
と
思
わ
れ
る
も

の
、
救
急
は
高
齢
者
、
熱

中
症
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
、

災
害
出
動
は
、
昨
年
の
台

風
災
害
に
よ
る
出
動

平
成
26
年
度
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
2
0
6
千
円
を
減
額
、

歳
入
歳
出
総
額
を
32
億

1
7
9
8
万
３
千
円
と
す
る
。

（
文
責　

竹
若
茂
國
）

問問問答

問問問答

議会活動報告（7月～9月）
7月１日 庁舎整備特別委員会
7月３日 視察受入【福井県大野市議会】 広報
7月７日 広報特別委員会 編集会議
7月14日 広報特別委員会 編集会議
7月22日 産業建設常任委員会
7月23日 懲罰特別委員会
7月24日 視察受入【宮崎県えびの市議会】
7月28日 議会改革推進特別委員会視察 可児市役所
7月28日 議会改革推進特別委員会視察 高山市役所
7月30日 民生常任委員会
7月30日 文教常任委員会
8月１日 信楽高原鐵道対策特別委員会
8月１日 懲罰特別委員会
8月５日 視察受入【福井県小浜市議会】 広報
8月８日 議会改革推進特別委員会
8月11日 総務常任委員会
8月11日 懲罰特別委員会
8月12日 庁舎整備特別委員会行政視察 一宮市役所
8月26日 文教常任委員会

8月27日 議会運営委員会
9月２日 本会議 決算議案等上程
9月３日 本会議 条例議案等上程

9月10日 本会議 議案審議・採決・
付託

9月11日 本会議 一般質問
9月12日 本会議 一般質問
9月12日 議会運営委員会
9月12日 広報特別委員会 編集会議
9月16日 本会議 一般質問
9月18日 決算特別委員会
9月19日 決算特別委員会
9月22日 決算特別委員会
9月24日 決算特別委員会

9月25日 総務・民生・文教・
産業建設常任委員会

9月30日 本会議 委員長報告・質
疑・討論・採決

9月30日 議会運営委員会

議会報告会のご案内
　甲賀市議会基本条例に基づい
て、左記のとおり議会報告会を
開催します。
　市内６会場を、常任委員会・
特別委員会・地域等で調整され
た３班（１班８人程度）で分担
します。今回は、主に９月議会
の報告で、質疑・意見交換も行
います。どちらの会場でも参加
できます。

日時 会場 住所 班

平成26年
11月13日㈭
19：00～21：00

岩上公民館 甲賀市水口町新城557 ①

甲南庁舎大会議室 甲賀市甲南町野田810 ②

平成26年
11月14日㈮
19：00～21：00

水口社会福祉センター 甲賀市水口町水口5609 ②

信楽山村開発センター 甲賀市信楽町長野1252 ③

平成26年
11月15日㈯
19：00～21：00

かふか生涯学習館 甲賀市甲賀町大原中886 ①

土山開発センター 甲賀市土山町北土山1715 ③

引
揚
救
助
訓
練

23 市議会だより　№40



　毎年７月
24日に甲賀
町の大鳥神
社で開催さ
れる「大原祇園祭」。
　「花奪い神事」では、飾られた花を奪
おうとする人と、それを取らせまいと青
竹で叩く人とで壮絶な様が展開されま
す。すべての災いや病気の悪魔をはらう
祭礼で、その華麗さと荒々しさで知られ
ています。

市議会だより　№40 24こ
う
か
市
議
会
だ
よ
り

2014.11.1
V
ol.40

編
集
■
広
報
特
別
委
員
会
  発
行
■
甲
賀
市
議
会

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

編集後記編集後記
◆心地よい季節となりました。
秋といえば、食欲の秋、読書の秋、スポーツ
の秋、市民の皆さんは、それぞれの秋を感
じながら過ごされていることと思います。
◆広報紙は「読みやすさ」「わかりやすさ」
を基本に、どれぐらいの方に、読まれてい
るのだろうか、と思いながら毎号、編集作
成に取り組んでおります。
◆水の中に小石を投げ込むと、そこから小
さな輪が水面に拡がっていくように、１人
でも多くの読者に読んでいただき「最近、
市議会だよりが変わったね」と言われるよ
うな広報紙を目指していけるよう努力して
まいります。（広報特別委員　片山　修）

12月議会の予定
12月２日 ㈫ 本会議（第1日）議案上程、
 提案理由説明
12月９日 ㈫ 本会議（第2日）議案審議、
 採決、付託等
12月10日 ㈬ 本会議（第3日）
 一般質問
12月11日 ㈭ 本会議（第4日）
 一般質問
12月12日 ㈮ 本会議（第5日）
 一般質問
12月15日 ㈪ 本会議（第6日）
 一般質問（予備日）
12月16日 ㈫ 委員会
12月17日 ㈬ 委員会予備日
12月19日 ㈮ 本会議（第7日）最終日

〒
528-8502　

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6053番

地
TE
L.0748-65-0654  FA

X
.0748-63-4373

E
-m
ail:koka05101000@

city.koka.lg.jp

“こうか
　再発見”
“こうか
　再発見”

VVVoVoVool.l..11112222

　今回は派手さはありませんが自然の中で美しく花を咲
かせ、楽しく散策できるところを選びました。それぞれの地
域は春は足下にショウジョウバカマやスミレ類が楚々と花を開
き、山の斜面にはコバノミツバツツジなどのツツジ類やタムシバ、
ヤマザクラにガマズミ類など多くの木々が咲きます。秋にはアキ
ノキリンソウやノコンギクなどのキク類、シソの仲間、キキョウ
科の草花がひっそりと花を付け、また紅葉も美しいところです。

（写真と文：佐治達三  甲南町）

市内の の名所花

猪足谷から宮指路岳。
卯の花とも呼ばれ、蕾の形が小さい
卵のように綺麗だから付けられた名
前でしょうか。花期は５月から６月。
旧暦の卯月はこの花から来ていると
いう話もあります。アジサイ科。

土山町
ウツギ

杉谷から岩尾池。
ウスギヨウラクとも呼ばれ、
花は４月から６月中頃に葉の
下に白から薄い黄緑色の花
を吊り下げます。ツツジ科。

甲
ツリガネツツジ

紫香楽宮跡か
ら田代の東海
自然歩道。
モクセイ科で花
の時期は５月～
６月。庭木にも
使われます。

信楽町
イボタノキ

那須が原山から坂下峠への尾根
路。
５枚の葉がお皿のように綺麗に
並び、ゴヨウツツジ、マツハダと
も呼ばれます。ツツジ科。花は５
月の連休過ぎから６月初め頃。

甲賀町
シロヤシオシシロロロヤヤシシシオ

山上から堀越林道経由の飯道山。
他のシャクナゲと異なり、花びらは
７～８枚で雄蕊は14～ 16 本もあ
ります。
ツツジ科で５月の連休のころから
下旬まで見られます。

水口町
ホンシャクナゲ

（写真撮影：森田久生委員）

いう話もあります。アジサイ科。

宮跡か
の東海
道。
イ科で花
は５月～
木にも
ます。

キイボタノキ

那須が
路。
５枚の
並び、
も呼ば
月の連

口町口町町

尾根

麗に
ダと
花は５
頃。

オオオオ
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